
松尾大社＠京都

in Japan
ed.3.0 2014.09+2015.01 /03+2016.08 /tk

 お酒の神様「松尾神社」の総本山。鳥居にぶら下がっている12本
の榊（さかき）が珍しい。新年に新しい榊にするが、秋には写真の
ように茶色に枯れる。

 全国の酒蔵から菰（こも）樽のお供えがある。写真のように、泡盛
の菰樽や、洋酒の木樽もある。酒類全般の信仰を集めていること
がうかがえる。小さな「お酒の資料館」もある。
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松尾神社（別名：佐香神社）＠島根in Japan
 案内板には「酒造り発祥の地」とある。「佐香」は「酒」。
「出雲国風土記」（733年）に「佐香郷」が登場する。

 出雲大社の近くにある神社で、左の由緒書きに「明治29
年勅令287号云々により『濁酒年一石以下無税』の許
可を得て今日に至る」とある。近代政府の正式免許下
で100年以上、勿論それ以前から連綿と、御神酒を酒
造している。

 タンクには「検定日平成25年6月云々」とある。造った酒
は毎年10月13日に神前に供える。

 今は九州だけに残る「灰持ち（あくもち）酒」が、昭和中ご
ろまで島根にもあったと聞いたことがあるが、この御神酒が
灰持ちかどうかは聞き逃した。
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たくさんの松尾神社＠岩手in Japan
 「南部杜氏100周年記念誌」から。
 岩手県にはこんなに「松尾神社」がある。腐造などせ
ず、良い酒が出来るよう祈願して造られたものだろう。
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月讀神社＠京都の松尾大社
月讀神社＠長崎県の壱岐

in Japan

 京都の松尾大社（1ページ）の南すぐのところに「月讀神社（つきよみじんじゃ）」がある。松尾大社
の摂社の一つであるが、本尊は、はるか遠くの長崎県の壱岐（島）にある月讀神社。

 2016年に壱岐に行く機会があって月讀神社を訪問し、初めて京都の松尾退大社に分霊がある
ことを知った。伊勢神宮の内宮・外宮にも月讀神社の分霊があるという、格式高い神社。

 月讀尊は、天照大神の弟で、月齢を読む（数える）神。その昔は月齢を見ながら米作した。米
はお酒の元。月讀とお酒の関係である。

 壱岐は「神道発祥の地」ともいわれ、非常に多くの神社があるのだが、月讀神社はどちらかという
と小さな社で、参拝者も少なくひっそりとしていた。本殿には清酒と焼酎が供えてあった。壱岐は
壱岐焼酎（米麹で作るそば焼酎）の島であるが、社務所の女性に尋ねると、奉献酒は清酒のほ
うが多いそうだ。やはり、神社は清酒なのだろう。
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月讀神社＠京都
picture sauce : Wikipedia

月讀神社＠京都
picture sauce : Wikipedia

月讀神社＠壱岐
picture sauce : Wikipedia
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庭田神社＠兵庫in Japan

 兵庫県宍粟市一宮町にある「庭田神社」は、近年「日本酒発祥の地」をアピールしていると聞いて、
訪問した。ただ、現地ではそんな看板はなく、わずかに駐車場の看板にその旨書いてあったのみ。

 「播磨国風土記」（和銅6年＝713年に編纂の命）の中に、以下の記述がある。「大神の御粮（みかれ
い＝米のこと）沾（ぬ）れてかび生えき、すなはち、酒を醸（かも）さしめて、庭酒（にはき）に献りて宴し
き」 意味は「大神に供えられた米飯が濡れたため、カビが生えてしまった。そこでその米を庭田神社の
裏の「ぬくゐ（ぬくい）川」で醸したところ庭酒が出来上がり、宴をおこなった」といったことで、麹による酒
造りをさすのだそう。
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 左の看板には「庭田神社」で「庭酒（にわき）」が
でき、（4kmほど南に下ったところにある）「伊和神
社」で「神酒（みき）」ができた、宍粟市はこれらを
鑑み、平成25年に乾杯条例、「日本酒発祥の
地宍粟市日本酒文化の普及の促進に関する条
例」 を制定、とある。

 下の写真が「ぬくゐ（ぬくい）川」。川というより湧き
水からの水路。

ed.3.0 (2016.08.16) 



in Japan

春日大社の「酒殿」＠奈良

 春日大社と、その隣の東大寺大仏殿は、奈良の国際的観光スポット。春日大社
本殿に隣接した西隣に「酒殿（さかどの）」がある。 「檜皮葺き（ひわだぶき）」の屋根
は2012年に葺き替えられたばかりで、まだとてもきれい。

 看板には「750年の記録に初見、859年創建と伝えられる」「内部には大甕があり、
現在でもここで濁酒を醸造してお供えする」とある。酒の神、酒弥豆彦神（さかみず
おのかみ）と酒弥豆売神（さかみずめのかみ）が祀られている。

 インターネットで見ると、実際の醸造は奈良豊澤酒造（「豊祝」）が担当されているよ
うだ。（「春日大社の式年造替にともなって行われていた酒殿の修復を終えて竣工を
記念して、豊澤酒造の豊澤孝彦氏を招き、「日本酒発祥の地、奈良より誕生した
南都諸白造り」という演題で記念講演が行われ、通常は見ることができない酒殿と
竈殿の内部が公開された。」「近世までは、神人といわれる下級神職、酒殿家が
代々酒造りをしていたが、明治以降、地元酒造会社の杜氏が酒造りをしている。現
在は、豊澤酒造の代表、豊澤安男氏が春日酒殿預の役目をしていて、豊澤酒造
が酒造りをしている。」「酒母造りまでを豊澤酒造で行って、原料が冷めないうちに酒
殿に移動させて仕込みを行う。酒殿には豊澤酒造とは違う酵母があるので、豊澤酒
造で最後まで造ったのとは違う、もっと甘みのある酒ができあがるという。酒殿で造ら
れていたのは、白酒と黒酒だった。白酒は濁酒でアルコール分15.5度、日本酒度－
28で相当甘く、黒酒は清酒でアルコール分14.6度、日本酒度＋3で少し辛かった。」
（ http://blogs.yahoo.co.jp/nypky810/67802085.html ）
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 「酒殿」のすぐ隣には
「竈殿（へついどの）」
があって、セットになっ
ている。こちらは神饌
（しんせん、煮炊きした
お供え）を作る場所。
「酒殿」も「竈殿」も重
要文化財。

 写真は「竈殿」の軒
下から「酒殿」を見た
ところ。

ed.2.1(2015.03.17) 

http://blogs.yahoo.co.jp/nypky810/67802085.html


三輪大社（大神-おおみわ-神社）＠奈良in Japan
 奈良の三輪大社（大神神社-「おおかみ」と書いて
「おおみわ」神社と読む）もお酒の神様。本殿を持
たず、三輪山をご神体として祀る。ご神体の三輪
山に登ることは出来るが入山後の撮影は禁止な
ので、山の写真はない。古くは「三諸山（みむろや
ま）」と呼ばれたが、「みむろ・実醪」は「酒のもと」の
意であると言われる。

 清酒の菰樽のお供えのほか、「サントリーウイス
キー」「アサヒビール」「ヒガシマル醤油」のお供えも
あった。（左）

 本殿の鳥居は水平部分がしめ縄となっている独
特の形状（下左）。

 境内には「活日（いくひ）神社」という小さな祠があ
るが、これは杜氏の神様。金沢の福光屋さんの献
灯があった。（下右）

 なお、三輪神社近くにある清酒の蔵元、今西酒
造さんは万治3年（1660年）の創業。古くから酒造
に関連した土地であることをうかがわせる。
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正暦寺・菩提酛(1/2) ＠奈良

in Japan

 これまでは神社だったが、今度はお寺。奈良県の正暦（しょうりゃく）寺には、「日本清酒発祥之地」の石碑が
ある。「菩提酛（ぼだいもと）」が始まったお寺。因みに、このお寺は当社「きた産業・奈良工場」から至近、車で
5分ほど山手に走った山間にある。

 「菩提酛」は工業技術センターなどの協力を得て近年復活を果たしている。毎年1月に寺の門前で菩提酛の
仕込みがおこなわれ、その後奈良県下の蔵元数社でお酒になる。なお、お寺由来のお酒、僧坊酒は「菩提
酒」のほか「天野酒」（大阪、金剛寺）が有名。
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picture sauce : Livedoor ed.2 

 寺だから 「不許葷酒入門」と思いきや、この正暦寺ではこれら蔵元でつくられた菩提酛のお
酒が販売されている。ベルギーやオランダのトラピスト（男性）修道会やトラピスティヌ（女性）
修道会で市販目的のビールが造られるが、洋の東西の比較発生論も面白そうだ。

 「清酒発祥の地」の碑は、兵庫県伊丹市鴻池にもある（左下写真）。両方の石碑とも、
2000年に建立されたもの。



in Japan

 2015年1月10日、「菩提酛清酒祭り」を見学。寺には専用の蒸気発生用
ボイラーがあって、大きな釜で米を蒸す。蒸米中は独特の臭い（乳酸の臭
い）が漂う。4日間もの浸漬で、お米が乳酸醗酵しているから。また、仕込み
に使うため半切り桶にためてある、お米をといだ乳酸酸性の水からもにおいが
する。

 泡盛の昔の製法で「シー汁浸漬」というのがあるのを思い出した。これも乳
酸利用。米を洗わずに水に数日間浸漬して、糠の乳酸菌を繁殖させて乳
酸を作る。琉球で泡盛造りが始まったのは15世紀、シャムから伝わったと言
われるが、シー汁浸漬の起源は知らない。

 1時間ほど蒸した後、蒸米は露天のよしずの上に拡げて放冷。雲行きがや
や怪しくて雨を危ぶんだが、「菩提酛清酒祭りを初めて以来一度も雨が
降ったことがない」そう。

 右上は、当日配られた菩提酛の解説資料。なお、お祭りではありますが酒
造行為なので、税務署の方も立ち会いに来られています。 9

 造られた菩提酛（酒母）は奈良県下
数社の蔵元に配られ、清酒になる。
昔はもう少し多かったそうだが、菰樽
（参加蔵元として）が飾ってあったのは
9社、テントで実際に菩提酛清酒を
販売していたのは7社。

 スナップ写真。私の右は、油長酒造
（「鷹長」「風の森」）の山本社長さん、
その隣はシンガポールから見に来られ
たご夫婦で、サケに大変興味を持っ
ておられるそう。サケの国際化を感じ
ます。

ed.2 

正暦寺・菩提酛(2/2) ＠奈良



金剛寺・天野酒＠大阪

in Japan
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 僧坊酒は「正暦寺」の「菩提酒」のほか、大阪・河内長野市の「金
剛寺」の 「天野酒（あまのざけ）」が有名。金剛寺は正式には「天
野山金剛寺」なので「天野酒」。

 金剛寺は「女人高野」と言われ、金堂や多宝塔などの立派な建
物群、すばらしい庭園、有名な「日月山水図屏風」はじめ、国宝
や重文多数。参詣者も多い。ただ、天野酒に関する解説や表示
がない。唯一、写真の「天野酒醸造用大甕」（備前焼）が、ぽつね
んと飾られるのみ。

 Wikipediaで僧坊酒を引くと、他に河内の「観心寺酒」、近江の「百
済寺酒」なども名高かかった、とある。観心寺も百済寺も訪問した
ことがあるが、僧坊酒の案内はまったくない。残念な事である。

 金剛寺の境内横には写真のような小川が流れる。奈良県の正暦
寺にも川が流れるが、酒つくりに重要な役割を果たしたのだろう。

 なお、「天野酒」は現在、市販酒銘柄として西條合資会社で生
産・販売されている。

ed.3.0 (2016.08.16) 



白川八幡神社(1/2)＠飛騨白川郷・岐阜in Japan
 ユネスコ世界遺産の白川郷合掌集落にある八幡神社には、「どぶろく」祭りがある。祭りは毎年10月14・15日に行われ、
「御神幸」と呼ばれる行列が集落を巡って神社に帰ってきた後、参拝者にどぶろくが振る舞われるそう。

 「どぶろく祭りの館」という常設展示館があって、詳しい資料が展示されている。左下は展示されていた名古屋税務管理
局の古い酒造免許台帳。明治29年10月7日に濁酒の免許を、八幡宮（鳩谷と荻町の2箇所の八幡宮）に出した記録。
白川八幡神社は荻町のほうだが、1Kmほど離れた高速道路出口近くの鳩谷にも八幡神社があり、現在でも2箇所の
八幡神社でどぶろく祭りが行われる。
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 醸造がいつ始まったかについての
解説がなかったが、白川村役場
のウェブサイトには「どぶろくは和
銅年間（708年～714年）頃から
祭礼用として用いられたと伝えら
れる」とある。

 木造の建物は境内にある「御
神酒殿」。毎年1月に杜氏と当
番の人が、ここでどぶろくの醸造
をおこなう。内部の写真では、
思いのほか仕込みタンクの数が
多いのがわかる。

ed.2 



in Japan
 「どぶろく祭りの館」にある展示パネル。「神社の造酒」に関する酒税法の変遷をまとめた資料は珍しいと思うので拡大して掲載しておきます。
 「明治29年、神社において明治13年以前から引き続き酒類を製造するときは1年につき1石以下は無税、10月7日付で担当税務署から各神社に
免許を交付」「昭和23年、神社への免税措置がなくなる」「昭和37年、祭礼用、最小限であること、境内から持ち出し禁止」などが記載されている。
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 八幡神社の酒造量の変遷。昭和30年代までは、「年1石（約180リットル）以下」の範疇だった
が、その後増え続け、近年は5～6,000リットル（30石前後）もの量を造っている。

 壜詰め行為や、祭りの場所以外での提供は禁止なので、全て2日間の祭りで消化される。30
石という量から考えると、祭りには1～2万人は参加する勘定。

白川八幡神社(2/2)＠飛騨白川郷・岐阜

ed.2 



in Japan
 国東（くにさき）半島の白髭田原（しらひげたわら）神社は「どぶろく祭り」で有名。国東半島は数
多くの磨崖仏やお寺があることで有名だが、神社は少数派である。

 白川郷の八幡神社と同じく、境内には独立した醸造所建物がある。古い石碑には「全国で唯
2カ所のどぶろく祭り」とあったが、たぶん白髭田原神社と白川郷八幡神社のこと。 「濁酒記念
碑」という石碑がある。以前は、九州で唯一国税庁より許可されて濁酒を作っていたそう。

 案内書き（右写真）に「どぶろく造りは、神社創立の和銅3年(710年)とともに始まる」、とある。
既述の通り、白川郷・八幡神社も和銅年間（708～714年）。これだけ離れた土地でほぼ同時
期に神社のどぶろく醸造が始まるのは、このころに醸造技術が確立したからではないだろうか。

 醸造所の外には検定記録を記した桶があって、濁酒がつくられているようすがうかがえた。毎年
10月17・18日がどぶろく祭りで、参拝者に振る舞われる。
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白鬚田原神社＠大分の国東半島

ed.3.0 (2016.08.16) 



明治神宮＠東京

in Japan

 明治神宮の参道の菰樽の数は日本一ではないかと思う。清酒だけ
でなく、焼酎や泡盛もある（矢印）。

 菰樽以外に、新酒の時期には日本酒造組合中央会を通じて、全
国の清酒・焼酎の壜が本殿横の特設棚にズラリとお供えされるそうだ。

 右上は同じく明治神宮参道にあるワイン樽。日本ならぬ、フランスの
ブルゴーニュからの献納。明治天皇が葡萄酒を好まれたことに由来
する、と案内板（右）に書かれている。
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in Japan
「出雲大社＠島根」と「伊勢神宮＠三重」には、神前の御神酒や、境内の菰樽が（見える範囲に）ない……

 日本を代表する二つの神社、出雲大社と伊勢神宮。遷宮で話題になった2014年に両方の神社にお参りした。一般の神社では神前に一升壜のお酒を奉献
してあるのをよく見かけるが、格式高いこの二つの神社はラベル（銘柄）の付いたお供えのお酒は受けないようだ。また、私が見た限り、境内にお供えの菰樽もな
かった。「御神酒上がらぬ神はなし」と言われるとおり、当然、御神酒が供えてあると思うが、一般参拝者が見える範囲にはなかった。

 伊勢神宮は、灘の「白鷹」が御料酒。境内の売店でも、白磁のびんなどに入った白鷹が販売されている。

 出雲大社にお供えするお酒（民間の銘柄か、神事用の酒造免許かなど）は不明。境内での御神酒の販売はない。（「八千矛」という銘柄が大社の
外で御神酒として販売されていたが。） なお、出雲大社近くに前掲の佐香神社があって、歴史的には出雲大社と関係があるだろう。

 通常の神社では「二礼二拍手一礼」だが、出雲大社（と後掲の宇佐神宮、弥彦神社）は2倍の「二礼四拍手一礼」、伊勢神宮は4倍の「四礼八拍手一礼」。
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picture sauce : Wikipedia

picture sauce : Wikipedia
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in Japan

宇佐神宮＠大分

青島神社＠宮崎

彌彦神社＠新潟

 九州・大分県の宇佐市にある宇佐神宮は全国の八幡神宮の総本山。
 上段は清酒の菰樽。下段は焼酎の巨大な壜（18リットル壜）。焼酎は、
菰樽よりやはり壜のほうが似合うように思う。

 奉献のお酒の銘柄は、清酒と焼酎がほぼ半々。かつて大分は清酒県
だったが、いまや生産も消費も焼酎の比率が高いのだろう。

 九州は南に行くに従って焼酎消費圏となる。大分より南
の宮崎では、お供えのお酒も焼酎比率が上がる。

 が、清酒（雲海酒造さんの「綾錦」）もお供えされている。
（こちらは焼酎も清酒も菰樽入り。）

 一方、日本を北に行くと、、、
 雪深い時期に訪れた彌彦神社。酒どころ
新潟は当然ながら清酒ばかりである。

 神社の売店では小さな白磁ガラスに入った
御神酒も売られている。
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南と北でみる献酒－清酒と焼酎



in Japan 伏見稲荷＠京都

西宮戎＠兵庫

住吉大社＠大阪

 「灘・伏見の神社」→<灘> 灘五郷の一角にある「西宮戎（えびす）」。写真は「十
日戎」（最も有名な1月10日のお祭り）で撮影。当然ながら有名な灘酒の菰樽が
並ぶのだけれど、ここではビールを紹介。キリン、アサヒ、サッポロ、サントリーの4社が
そろい踏みの図。ビール企業も信心深い。戎神社だけに「ヱビスビール」は巨大ラベ
ルも奉納。なお、清酒は一升壜のお供えが神殿内にびっしり並ぶ。

 西宮戎は商売繁盛の神様なので、十日戎は私もこの30年ほど欠かさずお参りして、
毎年、「福笹」（商売繁盛の笹）を買い求めます。

 「灘・伏見の神社」→<伏見> 山に向かう参道に鳥居が数千本並ぶ風
景で観光地としてもすっかり有名。全国の稲荷神社の総本山。

 こちらも商売人の信仰を集める。西宮戎と同じく、昔からよくお参りするし、
会社（きた産業）として毎年お札をもらっています（たぶん戦前から） 。

 蔵元のお供えの酒も勿論あるが、ここに見える菰樽や一升びんは、伏見
稲荷を信奉する個人や企業がお供えしたもの。

 1ページの京都の松尾大社は、5世紀に朝鮮半島から渡来してきた秦
（はた）一族が建立したのが始まり。この伏見稲荷も、同じく秦氏と関係
が深いそう。

 兵庫、京都を紹介したので、大阪の代表的神社もご紹介します。太
鼓橋で有名な住吉大社。ご覧の通り、「住吉」という銘柄もある。

 かつて、この住吉大社の目と鼻の先に「摂津酒造」という会社があった。
この会社がニッカウヰスキー創業者の竹鶴をスコットランドに留学させた。

 摂津酒造は1964年に宝酒造が吸収合併。住吉には何も残っていな
いが、摂津酒造の灘工場は現在の宝酒造の白壁蔵となっている。
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酒どころ灘・伏見＋大阪でみる献酒



明日香の酒船石＠奈良

in Japan

 最後に、神社でも仏閣でもない、古代遺跡の「酒船石」。日本
書紀にも登場するのだそう。

 巨大な石に、窪みや溝が刻んである。「最初の窪みで搾った酒
を3区分し、次の窪みで副原料を足して」、、、と想像は膨らむが、
実際にどう使ったのかまったく不明。手塚治虫のマンガ「三つ目が
とおる」にも「酒船石」がでてくる。

 下の「亀形石造物」は、「酒船石」のすぐ近くで近年見つかったも
ので、酒船石遺跡群の一つと見なされている。これも用途不明
だが、実用ではなく祭祀に使ったと見られる。
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in Japan

19/19
(end of ed.3.0 2014.09+2015.01 /03+2016.08 /tk)

← これまでの黄色の貼り紙を集めると、共通点がある。

1. 「神社の酒造りの始まりは700年代」
2. 「神社のお酒の祭りは10月15日前後」
3. 「酒発祥の地」を名乗るのは、今のところ全国4箇所

醸造協会誌2015年9月号に寄
稿した文で、「寺院の酒・神社
の酒」について書いています。

ed.3.0 (2016.08.16) 


